
か
と
り
ほ
ず
ま

香
取
秀
眞
（
秀
治
郎

・
一
八
七
四
〜
一
九
五

四
）
は
、
鋳
金
家
・
歌

人
と
し
て
名
高
い
。
明

治
七
年
千
葉
県
に
生
ま

れ
、
東
京
美
術
学
校
卒

業
後
、
同
校
教
授
・
帝

室
技
芸
員
・
芸
術
院
会

員
を
歴
任
し
、
鋳
金
界

並
び
に
工
芸
界
の
重
鎮

と
な
っ
た
。
昭
和
二
十

八
年
、
文
化
勲
章
受

章
。
ま
た
、
若
く
し
て

正
岡
子
規
の
門
に
入

り
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌

人
と
し
て
知
ら
れ
た
。

そ
の
香
取
が
、
太
平

洋
戦
争
直
前
の
昭
和
十

六
年
、
春
秋
両
度
天
龍

峡
に
来
遊
し
た
。
そ
の

時
の
様
子
が
、
香
取
の

第
二
歌
集『
還
暦
以
後
』

（
科
野
雑
記
社
・
昭
和
二

十
三
年
刊
）
に
詳
し
い

の
で
、次
に
抜
粋
す
る
。

四
月
二
十
日
、
北

原
大
輔
氏
の
す
す
め

に
よ
り
て
天
龍
峡

へ
、
こ
の
朝
、
辰
野

駅
前
み
の
わ
屋
に
同

氏
一
行
を
待
ち
合
わ

せ
て
電
車
に
て
飯
田

へ
、
伊
原
家
入
札
下

見
に
仙
寿
楼
へ
、
夕

近
く
天
龍
峡
仙
峡
閣

着
。
数
人
同
宿
。

二
十
一
日
午
後
、

舟
を
う
か
べ
て
岸
壁

を
賞
す
。
こ
の
日
午

前
、
人
々
飯
田
へ
。

夜
、
仙
峡
閣
主
人
原

貞
造
氏
の
為
に
色
紙

短
冊
数
葉
を
か
く
。

二
十
二
日
午
前
、
帰

郷
の
筈
な
り
し
が
、

下
痢
の
為
か
疲
労
甚

し
。
依
て
終
日
渓
声

を
枕
に
し
て
寝
る
。

二
十
三
日
北
原
氏
に

別
れ
、
浜
本
助
千
代

君
と
共
に
吉
田
に
出

づ
。
弁
当
酒
を
添
へ

た
る
原
氏
の
優
遇
を

ひ
そ
か
に
感
謝
す
。

文
中
の
北
原
大
輔

（
一
八
八
九
〜
一
九
五

一
）
は
、
飯
田
市
山
本

出
身
の
陶
芸
研
究
家
で

あ
る
。
文
部
省
文
化
財

委
員
を
歴
任
し
、
陶
磁

器
の
鑑
定
・
収
集
家
と

し
て
知
ら
れ
た
。
香
取

の
友
人
で
あ
っ
た
。

次
は
、
そ
の
時
の
香

取
の
詠
歌
で
あ
る
。
前

年
に
来
泊
し
た
川
合
玉

堂
を
意
識
し
て
こ
う
詠

ん
で
い
る
。

天
龍
の
こ
こ
の
は
ざ

ま
は
玉
堂
の
ゑ
が
け

る
ご
と
し
巌
根
木
根

た
ち

ま
た
、
龍
角
峰
を
眼

前
に
し
て
こ
う
も
詠
ん

だ
。蓬

莱
の
山
の
ご
と
く

そ
ば
だ

に
峙
て
る
巌
に
は
ひ

つ
つ
じ

松
躑
躅
岩
桧
葉

＊

そ
れ
か
ら
約
半
年

後
、
香
取
は
再
び
天
龍

峡
を
訪
れ
た
。
そ
の
様

子
も
右
歌
集
に
詳
し
い

の
で
、
本
人
の
文
章
か

ら
引
用
す
る
。

十
一
月
七
日
、
仙

峡
閣
に
霜
葉
を
見
べ

く
出
で
立
つ
。
朝
八

時
半
新
宿
へ
、
北
原

大
輔
君
と
同
行
。
浜

本
君
あ
と
よ
り
会
す
。

こ
の
日
空
一
ひ
ら
の

雲
も
な
く
よ
く
晴
た

り
。
夕
五
時
半
仙
峡

閣
着
。
陽
は
全
く
暮

れ
た
り
。夜
、冷
え
冷

え
と
し
て
ね
む
ら
れ

ず
。
八
日
朝
の
日
影

見
え
た
れ
ど
後
曇
。

十
一
時
半
頃
朝
食

後
、
公
園
に
紅
葉
少

し
あ
る
を
見
に
行
く
。

仙
峡
閣
の
前
面
は
楢

く
ぬ
ぎ
の
雑
木
の
紅

葉
あ
る
の
み
。
流
れ

は
す
み
て
藍
の
ご
と

し
。
終
日
寒
し
、
炬

燵
を
つ
く
ら
し
む
、

湯
た
ん
ぽ
を
入
れ
て

ね
る
。
せ
き
出
づ
。

写
真
は
こ
の
時
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
曇
天
の

寒
い
日
だ
っ
た
よ
う

で
、
皆
外
套
を
羽
織
っ

て
い
る
。
文
章
に
は
特

別
の
記
載
は
無
い
が
、

写
真
か
ら
香
取
を
始
め

そ
れ
ぞ
れ
夫
人
同
伴
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
の
時
は
、

先
の
北
原
大
輔
の
弟

で
、
飯
田
市
出
身
の
鋳

金
工
芸
家
北
原
三
佳

（
一
八
九
五
〜
一
九
七

二
）
も
同
行
し
た
の
で

一
緒
に
写
っ
て
い
る
。

な
お
、
秀
眞
と
三
佳
は

師
弟
で
あ
る
。

翌
九
日
、
一
行
は
開

善
寺
で
宝
物
の
書
画
類

を
見
た
後
、
十
日
に
豊

橋
へ
向
け
て
発
っ
た
。

日
本
は
こ
の
一
月

後
、
太
平
洋
戦
争
に
突

入
し
て
い
く
の
で
あ
る

が
、
果
た
し
て
一
行
は

何
を
思
い
、
何
を
感
じ

て
い
た
だ
ろ
う
か
。

（
故
人
敬
称
略
）
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香取秀眞（左から６人目）一行、左右に北原大輔（前）、三佳（後）
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